
平成２５年度 再評価対象事業一覧表（農業農村整備・県事業）

事業 経過 対応
全体事業費 受益面積 事業内容 採択 年数 事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 方針

百万円 ｈａ （％）

1
中山間地域総
合整備事業 牟岐

むぎ
牟岐町 1,176 33.8

農業用用排水路
2,810m
ほ場整備9.9ha
営農飲雑用水施
設整備3地区

H16 10 ③ 69

　本地区は、徳島県の南部海部郡に位置する中山間農業地帯
で、地形は急峻な地域であり農地はほとんどが不整形で小規
模である。本地域の農業の現状は、過疎・高齢化・担い手の
減少及び鳥獣被害等から農業経営に大きな影響を与えてい
る。
 このことから、老朽化した用排水路を整備し、優良農地の保
全を進め農業生産の確保、農業所得の安定を図ると共に、不
整形で小規模な農地において、ほ場整備を実施し、農地の効
率的利用と機械化による営農環境の改善を図る。また、営農
飲雑用水等の生活環境整備を実施することにより、総合的な
地域振興を図ることを目的としている。
牟岐土地改良区をはじめ地元受益農家、牟岐町から、計画を
見直しの上、早期完成を強く要望されている。
　平成２６年度完了予定。

見直し
て継続

2
広域営農団地
農道整備事業

徳島
とくしま

東部
とうぶ

３期
き

徳島市・勝
浦町・上勝
町・佐那河
内村

3,590 1,806 農道工4,327m H16 10 ③ 84

　本地区は、園瀬川、勝浦川沿いに広がる中山間農業地帯で
あり、すだちや菌床しいたけ、畜産（ブロイラー）の生産が
盛んである。地域内の既設道路は、農業生産の中心である中
山間地の農地を結ぶ幹線道路がなく、生産農家は農産物の運
搬や通作等に多大な労力を要していることから、基幹農道と
なる広域農道の整備により農業輸送の経費節減や通作時間の
短縮を図ることを目的とする。また、併せて農村の生活環境
の改善を図る。
　完了予定は、平成２７年度

継続

3
かんがい排水
事業 曽江谷

そ え だ に

美馬市 6,850 218.0
ダム工１ヶ所
管水路工
11,115m

S55 34 ⑥ 99

 本地区は、曽江谷川沿岸の中山間地域にあり古くから畑作が
行われてきたが　農業用水に恵まれていなかったため、収益
性の高い畑作物の栽培が困難であった。そのため、ダムによ
り農業用水を確保し、パイプラインによる畑かん施設　を整
備することにより収益性の高い農作物を導入し、農業経営の
安定を図る。
　平成２６年度完了予定。

継続

4
かんがい排水
事業 上板

かみいた

上板町 2,512 278.0 排水路工1,060m H6 20 ⑥ 43

　本地区は、高志川周辺の低平地に位置し、洪水のたびに湛
水被害を生じてお　り、農作物に多大な影響を与えている。
排水不良の最大の要因は、老朽化した　六条暗渠の通水能力
不足であるため、本事業により六条暗渠の通水能力を増大
させ、排水条件を改良するとともに、生産性の高い農業経営
の実現を図る。
　平成３３年度完了予定。

継続

5
地すべり対策
事業

佐那河内
さ な ご う ち

東
ひがし

２期
き 佐那河内村 150 120.6

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ
1,740m
排水路工860m
承水路工160m
集水井工2箇所

H21 5 ② 50

　本地区の地質は、御荷鉾帯緑色岩と三波川結晶片岩類を基
盤とし，断層破砕帯および風化岩が覆っている。ここを流れ
る浸透水が集中豪雨時に増大し，これに起因する間隙水圧の
上昇により地すべり現象が生じている。
　このため、本地区内で地すべり対策事業を施行し、農地、
農業用施設並びに周辺農家や公共施設等の被害を除却、また
は軽減し、国土の保全と安全で快適な生活環境の実現を図る
必要がある。佐那河内村及び地元は，事業の早期完成を強く
要望している。
　平成２８年度完了予定。

継続

事業費
進捗率番号 事　業　名 地区名等

ふ　り　が　な

箇所名

基本諸元（全体事業費・受益面積等）

区分



平成２５年度 再評価対象事業一覧表（農業農村整備・県事業）

事業 経過 対応
全体事業費 受益面積 事業内容 採択 年数 事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 方針

百万円 ｈａ （％）

事業費
進捗率番号 事　業　名 地区名等

ふ　り　が　な

箇所名

基本諸元（全体事業費・受益面積等）

区分

6
地すべり対策
事業 穴吹

あ な ぶ き

美馬市 158 507.9

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ
2,645m
排水路工180m
承水路工100m
土留工3箇所

H21 5 ② 50

　本地区は、吉野川支流穴吹川流域に位置し、基岩は三波川
系結晶片岩からなり、上部に風化帯や崩積土層が分布する脆
弱層となっている。豪雨時には地下水位が上昇し、湧水も多
く、地すべりの要因となっている。
　このため地すべり対策工事を実施し、農地・農業用施設を
はじめ、人命や公共用施設等の被害を減らし、国土の保全と
安全で快適な生活環境の実現を図る必要がある。美馬市及び
地元は、早期完成を強く要望している。
　平成２７年度完成予定。

継続

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
②事業採択後５～９年間を経過した時点で継続中の事業箇所
③事業採択後１０年間を経過した時点で継続中の事業箇所

⑥再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

      評価対象の区分

④事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
⑤その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所



平成２５年度 再評価対象事業一覧表（森林整備・県事業、市町村事業）

全体事業費 利用区域面積 延　長

百万円 ｈａ ｍ

7 林道開設事業 生
　いくみ

実八重
やえ

地
じ

線
せん

上勝町 4,230 1,290 17,700 S62 27 ⑥ 69

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような背景の中、当町内林業事業者は高性能林業機械を使用
し、積極的に森林施業に取り組んでいる。

　関係町村をはじめ地元（期成同盟会）の活動も活発で、事業の早
期完成を強く望まれている。また、緊急時の避難路及び迂回路の機
能も持ち合わせることからも注目されている。

継続

8 林道開設事業 大川原
おおがわら

旭丸線
あさひまるせん

上勝町・
神山町・
佐那河内

村

2,905 1,190 16,240 H3 23 ⑥ 94

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような中、当町内林業事業者は高性能林業機械を使用し、積
極的に森林施業に取り組んでいる。
　
　関係町村をはじめ地元より事業の早期完成を強く望まれており，
期成同盟会の活動も活発である。また、緊急時の避難路及び迂回路
の機能も持ち合わせることから注目されている。

継続

番
号

事業名 路線名 市町村名
対応
方針

事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等

基本緒元　（全体事業・利用区域面積・
延長等） 事業

採択
経過
年数

区分
工事進捗
率(%)



9 林道開設事業 岩倉
いわくら

蝉
せみ

谷
たに

線
せん

那賀町 4,040 1,782 19,340 S62 27 ⑥ 80

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような中、全国でも有数な林業地帯である当町内の林業は、
建設業から林業へ参入するなど林業振興の向上が見られる。

　本路線は、旧木沢村と旧木頭村の境界周辺の人工林地帯を通過し
連絡する計画で、路網が未整備であることから、間伐等の保育が遅
れた森林が多く、森林所有者からの要望が強い。また、旧木沢村と
旧木頭村を最短距離で連絡し、道路網の幹線となるだけでなく緊急
時における岩倉集落の迂回路となり、地域の交通ネットワーク上の
役割も大きいため、関係町村、森林所有者等は早期完成を望んでい
る。

継続

10 林道開設事業 長安
ながやす

海
かい

川
かわ

線
せん

那賀町 4,982 2,058 30,404 S62 27 ⑥ 62

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような中、全国でも有数な林業地帯である当町内の林業は、
建設業から林業へ参入するなど林業振興の向上が見られる。

　本路線は、旧上那賀町中央部の森林資源が充実した地域を通過す
る計画で、路網の未整備により間伐等の保育が遅れた森林が多く、
森林所有者からの要望が強い。また、地域の主要道である国道１９
３号と国道１９５号の災害時等の迂回路となり、地域の交通ネット
ワーク上の役割も大きいため、関係町、森林所有者等は早期完成を
望んでいる。

継続



11 林道開設事業 横石谷山線
よこいしたにやません

那賀町 4,050 1,705 18,100 H5 21 ⑥ 58

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような中、全国でも有数な林業地帯である当町内の林業は、
建設業から林業へ参入するなど林業振興の向上が見られる。

本路線は、那賀町(旧相生町、旧上那賀町)、美波町(旧日和佐町)と
町境の人工林地帯を通過する計画で、路網が未整備であうことから
間伐等の保育が遅れた森林が多く、森林所有者からの要望が強い。
　また、地域の主要道である国道１９５号と県道日和佐・上那賀線
を連絡し、地域の交通ネットワーク上の役割も大きいため、関係
町、森林所有者等は早期完成を望んでいる。

継続

12 林道開設事業 谷山霧越線
たにやまきりごえせん 那賀町・

海陽町
3,124 1,362 14,300 H4 22 ⑥ 92

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような中、全国でも有数な林業地帯である当町内の林業は、
建設業から林業へ参入するなど林業振興の向上が見られる。

　本路線は、旧上那賀町、旧海南町、旧日和佐町の町境の森林地域
を通過する計画であり、当区域一体の森林は基盤整備の遅れから未
整備森林が多く、森林所有者からの要望が強い。
　また、地域の主要道である国道１９３号と県道日和佐・上那賀線
を連絡し、地域の交通ネットワーク上の役割も大きいため、関係
町、森林所有者等は早期完成を望んでいる。

継続



13 林道開設事業 星越神戸丸線
ほしごえこうべまるせん

那賀町 4,358 948 16,200 H5 21 ⑥ 58

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような中、全国でも有数な林業地帯である当町内の林業は、
建設業から林業へ参入するなど林業振興の向上が見られる。

　本路線は、旧上那賀町と旧木頭村との境界稜線周辺の森林地域を
通過する計画で、路網が未整備であることから、森林施行が遅れた
森林が多く、森林所有者からの要望が強い。
　また、旧上那賀町と旧木頭村を連絡し、地域の交通ネットワーク
上の役割も大きいため、那賀町、森林所有者等は早期完成を望んで
いる。

継続

14 林道開設事業 禅
ぜん

僧
ぞう

線
せん

海陽町 3,240 1,052 12,000 H16 10 ③ 8

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　こうした中、当路線周辺には当管内では有名な禅増杉をはじめ、
成熟した森林資源を有しており、高性能林業機械を使用した積極的
な森林施業が計画されている。

　適正な森林施業と管理をおこなう上で重要となる当林道に対する
期待は大きく、また、緊急時の迂回路等としての機能を有する側面
を兼ね備えるため、海陽町、地元住民、森林所有者等は早期完成を
強く望んでいる。

見直し
て継続



15 林道開設事業 赤帽子線
あかぼうしせん

つるぎ町 1,800 1,217 9,600 S61 28 ⑥ 89

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような中、当路線上部には国有林を有していることから、民
有林と国有林の効率的な森林施業を目的とし、新たな取り組みとし
て民有林と国有林が連携して、路網整備と森林整備を実施すべく協
定を締結し、積極的な森林施業に取り組んでいる。

地元つるぎ町をはじめ森林所有者等は、停滞している森林施業の活
性を図り、地域産業の振興に寄与すること、　　また、災害時の国
道県道等の迂回路として活用できる当林道の早期完成を強く要望し
ている。

継続

16 林道開設事業 梶山内田線
かじやまうちたせん

美馬市 4,785 1,477 18,556 H4 22 ⑥ 52

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような背景の中、当市内林業従事者は高性能林業機械を追加
購入し、積極的に森林施業に取り組んでいる。

　適正な森林の整備を行う上で骨格となる当林道に対する期待と要
望は非常に大きく、また、５つの林道に接続し国道や県道にも接続
していることから災害等緊急時の迂回路として利用でき、地元美馬
市をはじめ森林所有者等、早期完成を強く要望している。

継続



17 林道開設事業 田野内杖立線
たのうちつえたてせん

美馬市 4,946 1,331 19,850 H5 21 ⑥ 55

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような背景の中、当市内林業従事者は高性能林業機械を追加
購入し、積極的に森林施業に取り組んでいる。

 適正な森林の整備を行う上で骨格となる当林道に対する期待と要望
は非常に大きく、また、５つの林道に接続し国道にも接続していて
おり、災害等緊急時の迂回路として利用できることから地元美馬市
をはじめ森林所有者等、早期完成を強く要望している。

継続

18 林道開設事業 川崎国見山線
かわさきくにみやません

三好市 6,400 2,717 20,840 S61 28 ⑥ 64

　高度成長期以降、低価格の輸入木材や社会状況の変化により林業
の低迷、担い手不足など林業を取り巻く環境は厳しく、林業従事者
は平成１７年までにはピーク時の１割強まで減少した。しかし、度
重なる異常気象による被害にみまわれ、環境保護が叫ばれるなか
1997年の京都議定書をきっかけに森林の持つ様々な公益的機能が注
目されることとなった。
  一方、県の取組としては、平成17年度から2年間「林業再生プロ
ジェクト」、平成19年度からは「林業飛躍プロジェクト」　を立ち
上げ林業再生に取り組み、平成23年度から10年間「次世代林業プロ
ジェクト」を展開し、県産材の生産量・消費量の倍増を目標とし取
り組んでおり、林業従事者は、増加に転じている。
しかしながら、本県の森林資源（蓄積量）はこの半世紀で3倍まで増
加し、なおも増加し続けてており、特にスギの人工林は、今後5年間
で50年生以上が半数以上を占め森林の整備が急務である。このこと
から、近年高密路網と高性能林業機械を組み合わせた新間伐システ
ムが普及し、低コストによる搬出間伐に期待が寄せられており、効
率的な森林施業のための重要な基盤となる林道には、関係市町をは
じめ地元関係者から要望が挙がっている。また、緊急時の避難路及
び迂回路の機能も持ち合わせることから注目されている。

　地元三好市をはじめ森林所有者等も、地域林業及び地域の活性化
のために早期完成を強く望んでいる。

継続



19 林道開設事業 日和茶坂瀬線
ひわちゃさかせせん

三好市 6,250 3,342 32,700 H2 24 ⑥ 69

・円高の下での輸入木材製品の増加や経済情勢の悪化による木材需
要量の低下など、林業を取り巻く環境は依然として厳しい。こうし
た情勢の下、山村地域の主要産業である林業の持続的かつ健全な発
展が望まれ、また、異常気象による土砂災害の防止や二酸化炭素の
固定など地球温暖化の抑制に役立つ森林の多面的機能の維持が求め
られている。
・本県の森林資源は、この半世紀で、３倍に増加している。特に、
スギの人工林は５０年生以上が半数以上を占め、成熟期を迎えてい
る。
・こうした中、県は、平成２３年度から、県産材の生産量と消費量
の倍増を目標にした「次世代林業プロジェクト」を推進しており、
木材生産量の増加、林業従事者の増加など成果を上げている。
・木材生産部門においては、従来の架線系木材搬出システムに比
べ、２倍以上の生産性を有する「高密路網と高性能林業機械を組み
合わせた新システム」の整備、普及を進めており、高密路網の中核
となる林道の整備を急ぐ必要がある。
　このような背景の中、当市内の林業は、建設業から林業へ参入す
るなど林業振興の向上が見られる。

　林道の開設が進むことで森林へのアクセスが向上することによ
り、森林所有者の関心が高まり森林施業の実施に繋がる。このこと
から、適正な森林管理が行われ長期的な森林資源の循環が行われる
と共に森林資源の向上に繋がる。このことにより雇用も安定し林業
関係は勿論のこと地域全体の活性化が図られる。また、緊急時の避
難路及び迂回路の機能も持ち合わせることから地元三好市をはじめ
森林所有者等も林道の開設を強く望んでいる。

継続

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所

②事業採択後５～９年間を経過した時点で継続中の事業箇所

③事業採択後１０年間を経過した時点で継続中の事業箇所

④事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所

⑤その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所

⑥再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

　　評価対象事項の区分



平成２５年度 再評価対象事業一覧表（水産基盤整備・県事業）

全体事業費

百万円

20
海岸保全施設整備
事業（高潮対策）

椿泊漁港
つばきどまりぎょこう

海岸
かいがん 阿南市

あなんし
5,100

護岸新設
　L＝1,314m S61 30 ⑥ 83 継続

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所

②事業採択後５～９年間を経過した時点で継続中の事業箇所

③事業採択後１０年間を経過した時点で継続中の事業箇所

④事業採択前の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所

⑤その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所

⑥再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

対応
方針

番号 事業名 漁港
ふりがな

名等 箇所
ふり

名
がな

工種･数量等

基本緒元
（全体事業費・工種等） 事業

採択

事業費
進捗率
(%)

事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等

　　評価対象事項の区分

経過
年数

区分

　本事業の目的は、護岸の整備を行うことで、高潮、高波による
越波を防止し、地域住民の生命・財産への被害防止を図ることで
ある。
　当地区は、阿南市東部の椿泊半島南側の椿泊町に位置し、急峻
な山が海に迫る狭隘な土地に人家が密集している。また、津波の
被害が大きくなりやすいＶ字型湾であり、近年各地で高潮や津波
の被害が発生していることから、事業の早期完成が地元住民から
強く求められている。
　当地区の既設護岸は老朽化が著しいため、本事業の完了箇所は
護岸効果を上げている。
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